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第５章 各主体の役割 

博多湾の将来像を実現するためには、行政だけでなく、市民、NPO等市民団体、事業者、大学等

研究機関など、それぞれの各主体が共働して取り組むことが重要です。それぞれの主体に期待される

役割や取組み例を示します。 

１１  行行政政  

（（１１））役役割割  

⚫ 博多湾の環境保全・再生および創造に向けた施策・事業を立案し、確実に実施します。 
⚫ 市民、NPO 等市民団体、事業者などの各主体の取組みを支援するとともに、各主体間の連

携や共働を推進します。 

⚫ 大学等研究機関などとの連携による広域的・新たな環境問題に関する科学的知見の収集、
現状把握の充実に努めます。 

⚫ 各種情報の収集（モニタリングなどを含む）と情報発信を行います。 
 

（（２２））取取組組みみ例例  

① 市民・NPO等市民団体などの環境保全活動への支援 

NPO 等市民団体が、自ら考え自主的に行う環境活動に対し、環境市民ファンド＊を活用して、

積極的に支援を行っています。（未来へつなげる環境活動支援事業） 

また、福岡市における環境の保全・創造に高い水準で貢献し、顕著な功労・功績のあった個

人・市民団体・学校を表彰し、広く市民に広報する「福岡市環境行動賞」などを通して、環境保

全に関する市民の関心を高めるとともに、その活動を全市に広げることを目指しています。 

   

② 主体間の連携・共働の推進 

市民、市民団体、漁業関係者、事業者、学校、行政など多様な主体からなる博多湾 NEXT 会

議において、主体間のネットワークを構築し、博多湾の魅力を発信していくとともに、連携・共働

による環境保全創造活動の推進に努めています。 

また、生物多様性に関連した各主体が対話する場、新たな人材との交流の場として、パワー

アップ交流会を開催しています。 
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③ 博多湾の環境保全に関する情報発信 

環境教育・学習の場である「まもるーむ福岡」におけるカブトガニの展示など、様々な啓発事

業や広報媒体を活用して、博多湾に関する情報を市民に広く提供し、環境保全に対する意識の

向上を図っています。 

写真 16 カブトガニ観察会（左）、海の専門家による解説コーナー（右） 
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２２  市市民民  

（（１１））役役割割  

⚫ 博多湾の環境を保全するために、一人ひとりが環境に配慮して行動することが期待されます。 
⚫ 海だけでなく、海につながる森、川、市街地でも環境保全活動に参加することが期待されます。 

 

（（２２））取取組組みみ例例  

① 市民一人ひとりの行動例 

家庭の日常生活などにより発生する生活排水や、河川や海岸に不法に捨てられるごみなどは、

博多湾の環境に負荷を与える要因となっており、博多湾の環境を保全するためには、行政の取

組みだけでなく、市民一人ひとりの環境に配慮した行動が必要となっています。 

 

 

【博多湾環境保全のための市民一人ひとりの行動例】 

 

博多湾の保全～守る、育てる～ 

１ 博多湾の水質を保全するために、水を大切にして、「水の汚れの素」になるものを

流さないように工夫するなど、生活排水に気を付ける。 

２ 博多湾に流れ込むごみを減らすために、河川や海にごみを捨てない。 

３ 海辺だけでなく、山・川・市街地における環境保全活動に積極的に参加する。 

４ 家の庭などに緑化をするなどして、雨水を地下へ浸透しやすくする。また、雨水を

貯蓄して再利用するなどして、水を有効利用する。 

５ 省エネに配慮した生活を行い、地球温暖化対策に取り組み、生きものがすめる環境を

保つ。 

 

博多湾の利用～遊ぶ、食べる、学ぶ～ 

１ 潮干狩りや海水浴など、自然とのふれあいの場として博多湾に遊びに行く。 

２ 博多湾の恵みである旬の魚、地の魚を食べる。 

３ 干潟や砂浜などで行われている生きもの観察会などに参加する。 

４ 潮干狩りなどで生きものを採る時には、小さな生きものは海に戻す。 

５ 博多湾の歴史や文化を知り、大切さを学び、そして伝える。 
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② 環境保全活動の事例 

ララブブアアーースス・・ククリリーーンンアアッッププ  
「ラブアース・クリーンアップ」は誰でも、簡単に楽しんで参加できる環境のボランティア活動

です。九州・山口各県において、市民・事業者・行政が協力し、海岸・河川等の一斉清掃を実施

しています。 

 

室室見見川川水水系系一一斉斉清清掃掃  
室見川水系の自然を守り、自然に親しむ環境づくりを推進するため、地域の方々からの「室見

川・金屑川・油山川の清掃を一斉に行おう」との提言に基づき年に 1 度、室見川水系河川の

上流から下流までを一斉に清掃しています。平成 16 年から始まったこの取組みは、早良区に

おける河川の一大清掃活動になっています。 
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３３  NNPPOO  等等市市民民団団体体  

（（１１））役役割割  

⚫ 地域の博多湾環境保全活動のけん引役となることが期待されます。 
⚫ 市民の博多湾の環境への理解を広め、裾野を広げる役割が期待されます。 
⚫ 多様な主体による博多湾の環境保全活動と連携し、それを支える役割が期待されます。 

（（２２））取取組組みみ例例  

① 地域での環境保全活動 

「すみよい今津をつくる会」は、ボランティア活動を通じてすみよい今津をつくることを目的に

平成７年から活動を開始しました。九州大学の学生や地域住民と協力し、今津の住民の方との

交流を目的としたイベントの開催や、今津小学

校の小学生を対象にカブトガニや干潟の生きも

のについての学習会を実施しています。また、今

津の自然を保護する活動として、特に、カブトガ

ニの産卵場所である今津干潟の保全・清掃活

動に積極的に取り組んでいます。 あわせて、カ

ブトガニが生息する今津干潟をＰＲするために、

ＤＶＤ監修やYouTube投稿、リーフレットの作成

や案内看板の設置など、環境に関する普及活動

に取り組んでいます。                            写真17 カブトガニ啓発活動の様子 
 

② 博多湾沿岸及びその周辺での松苗植樹と松原保育活動 

「NPO 法人 はかた夢松原の会」は、昭和 62 年に百道浜の人工海浜に市民の手で松苗を

植えたことから始まり、毎年、松苗の植樹と間伐を行っています。愛宕浜から福浜の松原の美し

い景観は、すべて市民による植樹の成果であり、市民の憩いの場となっています。 

  
写真１８  松苗植樹の様子（左）、間伐作業の様子（右） 
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③ 多様な主体と連携した保全活動 

九州産業大学では、大学・事業者・行政・周辺住民が協力して、シロウオ産卵場造成プロジェ

クトを行っています。大学での調査研究の結果を受けて、市民が主体となって環境を改善する取

組みです。 

 

写真 19 室見川のシロウオ産卵場造成活動 

 

「NPO 法人 ふくおか湿地保全研究会」は、博多湾に残る貴重な財産である湿地環境を次

世代に残すため、野生生物の調査やその結果に基づく保全活動、市民の方を対象とした観察会

や講座の開催、保全が必要な場所の清掃などさまざまな活動に取り組んでいます。 

写真 20 環境フェスティバルでの啓発活動の様子（左）、多々良川での清掃活動の様子（右） 
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④ 大学生による環境保全活動 

「はかたわん海援隊（福岡大学）」は、「福岡市民の宝である博多湾をきれいにすること」を最

終目標に、博多湾に流入する河川をきれいにするために、福岡大学付近を流れる樋井川や室見

川で積極的に活動を行っています。月に一度の清掃活動には、高校生や地域住民も参加してい

ます。また、小学校や幼稚園に赴き、川にすむ生きものに直接ふれあうことで、川の大切さや楽し

さを知ってもらう環境学習も実施しています。 

 
写真 21 樋井川の定期清掃 

 

⑤ 博多湾への市民の理解促進 

「一般社団法人ふくおか FUN」では、小学校や公民館、漁業者等と協力し、ビーチクリーン

アップ活動「“ひろい”海の活動」を行っています。プロダイバーの安全管理のもと、子ども達が

シュノーケリングを通じて実際に水中世界を観察し、生態系の豊富な博多湾のことや、ビーチ近

辺に多く存在する水中ごみが生きものに与える影響について自身で気づき、一緒に考えた後に

海岸清掃を行っています。 

    
写真 22 清掃活動（左）、生きもの観察（右）  
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４４  事事業業者者  

（（１１））役役割割  

⚫ 事業活動と博多湾の環境との関わりを把握するよう努めることが期待されます。 
⚫ 博多湾の環境に配慮した事業活動を行うことなどにより、博多湾に及ぼす影響の低減を図る

ことが期待されます。 

⚫ それぞれの事業者の特性を活かした地域貢献や、学校教育の場と連携した学習支援を行う
役割が期待されます。 

 

（（２２））取取組組みみ例例  

① 事業活動と博多湾の環境との関わりの把握 

「マリンワールド海の中道」では、海の生きものに関する調査研究や保護活動、子どもに向け

た教育活動などを行っています。 

海の生きものに関する調査研究や保護活動では、周辺の海岸に漂着・迷い込み・座礁したク

ジラ類（イルカを含む）の救護活動を行ったり、三苫海岸などでアカウミガメの産卵上陸や漂着

などの調査、ふ化個体や漂着親の救護・保護飼育などを行っています。 

教育活動では、例えば「移動水族館教室」において水槽の生きものの展示だけでなく、ふれる

ことのできる生きものなどを使用し、体全体で感じ、生きものに興味が持てる教育活動を行って

います。また、「磯の観察会」では身近な海の生きものを観察し、自然とのふれあいを楽しんでも

らうことで、自然のすばらしさを再認識してもらうようにしています。 

    
写真 23 磯の観察会（左）、移動水族館教室（右） 
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② 博多湾の環境に配慮した事業活動 

海と共生し、生活の場としている漁業者は博多湾を大切にしてきましたが、河川からの流入に

よる海底のごみの堆積など、漁場環境の悪化が懸念されています。 

海を守り、美しい海を次の世代に引き継ぐため、福岡市漁業協同組合青壮年部では「博多湾

漁場クリーンアップ作戦」を実施し、平成 13 年から海底のごみの回収を行っています。漁業者

自らが博多湾の漁場環境の維持保全に努めていくとともに、市民にも博多湾の環境保全の大

切さを訴えています。 

    
写真 24 博多湾漁場クリーンアップ作戦 

 

③ ふ頭利用事業者による地域貢献 

港湾関係団体、立地企業、関係行政機関などからなる「博多港ふ頭清掃会」では、博多港の

須崎ふ頭から箱崎ふ頭までの各ふ頭における環境保全を図ることを目的に、「港の清掃デー」

を実施し、事業所や周辺の道路の清掃を行っています。 
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５５  大大学学等等研研究究機機関関  

（（１１））役役割割  

⚫ 課題解決に向けた博多湾の環境保全・再生および創造に係る調査・研究を行うことが期
待されます。 

⚫ 地域の多様な活動の支援や学校教育の場と連携して学習支援の役割が期待されます。 
 

（（２２））取取組組みみ例例  

① 博多湾の環境保全・再生および創造に係る調査・研究 

九州産業大学（建築都市工学部 都市デザイン工学科）および九州大学（水産実験所）では、

ドローンやAI等の新しい技術を用いて生物生息環境の評価に関する研究を行っています。干潟

物理環境の評価や、カブトガニ幼生生息場の予測等に取り組んでいます。 

 
写真 25 カブトガニの幼生 

 

② 高校生による博多湾環境保全に向けた調査・研究 

福岡工業大学附属城東高等学校科学部では、博多湾内全体のアマモ場造成活動および生

きもの調査、さらに和白干潟に生息する生きものの調査や清掃活動、希少生物の保護・保全活

動を行っています。大学の専門家等にアドバイスをいただきながら、アマモ場の再生を目指した

調査・研究、アオサの処理に関する研究にも取り組んでいます。 

    
写真 26 志賀島での生きもの調査の様子（左）、和白干潟でのアオサと生きもの調査の様子（右）  
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③ 貧酸素水塊や栄養塩類等の物質循環に関する調査・研究 

福岡市保健環境研究所では、博多湾における夏季の貧酸素水塊や赤潮の発生、冬季の無

機態リンの低下などの問題に関し、原因解明や改善策につながるように状況を把握するととも

に、地方環境研究所と国立環境研究所との共同研究に参加するなどの調査・研究を行っていま

す。 

 

④ 博多湾の漁場環境や水産資源に関する調査・研究 

福岡県水産海洋技術センターでは、博多湾の漁場の水質などをモニタリングするとともに、赤

潮の発生状況等を監視し情報を発信しています。また、博多湾内の養殖業者に対する栄養塩類

などの情報提供や技術指導、資源増殖のための調査・研究などを行っています。 
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